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教    科 科            目            名 

国  語 現     代     文 

科目の種類 単位 形態 講座定員 

２年必修 ３ 通年 １クラス 

 

科  

目  

に  

つ  

い  

て 

科

目

の

概

要 

２学年生徒全員対象の必修科目として、近代以降

の我が国の多方面・多様なジャンルにわたる文学作

品・評論・翻訳文等を味読することにより、広い視野

と深い教養の涵養に資するための科目である。 

同時に、基礎的な語彙力・漢字の読み書きの力・

文章読解力・表現力を総合的に身につけるための時

間という位置付けで授業を行う科目でもある。 

基幹科目として生徒全員の必履修科目とする。 

 

選

択

条

件 

共通必修 

 

 

授

業

形

態 

クラス単位。基本的には講義形式

の一斉授業。 

年 

間 

の 

授 

業 

内 

容 

■１学期（中間テスト 18時間）  

1. 夢を建てる人々   

2. 幸せの分量 

 

■１学期（期末テスト 12時間） 

3. オイッ、人間失格！  

4. 初恋の人にあげた本 

 

■２学期（中間テスト 21時間） 

5. パラグアイのオムライス  

6. 待合室 

7. ももこのいきもの図鑑 

 

■２学期（期末テスト 24時間） 

8. どうにかなる人生 

9. 空飛ぶ魔法のほうき 

10. 正しい風邪のひき方 

 

■３学期（学年末テスト 30時間） 

11. 宇宙的視野での「やさしさ」 

12. ゴリラの思いやり 

13. 奥多摩・水道水源林 

14. 音読で名作に親しもう 

 

通年 

・問題演習等 

・漢字学習（漢検対策を含む） 

教

科

書・

使

用

教

材 

教科書： 

『新編現代文』(大修館書店) 

 050大修館 現文 053 

その他： 

新国語要覧（大修館書店） 

常用漢字アルファ（桐原書店） 

評

価

の

観

点 

・年間５回の定期考査により読解

力・知識・教養の程度ならびに教

授内容定着の達成度合いを観て

評価する。 

・日常的な授業への取り組みの

姿勢や漢字テスト等の成果につ

いても平常点として評価の材料と

する。 

 

評

価

の

方

法 

・定期考査の素点による評価。 

・日常的な取り組みを平常点とし

て算出したものによる評価。 

・出欠状況による評価。 

 

備 

考 

 

 

 

 


